
最
近
の
，
中
小
企
業
立
法

井
　
上

巌
　
次
　
郎

　
去
る
第
十
六
国
会
に
お
い
て
、
直
接
中
小
企
業
に
関
係
の
あ
る
い
く
つ
か
の
法
葎
が
成
立
し
た
。
特
定
中
小
企
業
の
安
定
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
．
の
改
正
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正
等
は
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
中

小
企
業
に
と
っ
て
特
に
関
係
の
深
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
以
下
そ
の
要
点
に
つ
い
て
述
ぺ
よ
う
と
思
う
。

Ｈ
　
特
定
中
小
企
業
の
安
定
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
こ

　
咋
年
八
月
、
中
小
企
業
の
肖
治
的
調
整
を
目
的
と
す
る
「
特
定
中
小
企
業
の
安
定
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

組
合
が
、
新
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
回
の
独
占
禁
止
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
大
企
業
に
も
カ
ル
テ
ル
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
従
来
の
臨
時
立
法
を
恒
久
立
法
と
し
、
題
名
も
「
中
小
企
業
安
定
法
」
と
改
め
、
次
の

諸
点
に
つ
い
て
改
正
を
行
っ
た
。

ｃ
Ｄ
　
業
種
指
定
方
式
の
変
更

　
適
用
業
種
の
指
定
は
、
従
来
、
同
法
の
別
表
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
た
か
ら
、
指
定
の
追
加
叉
は
削
除
は
法
葎
の
改
正
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
政
令
で
行
え
る
こ
と
と
し
、
臨
機
応
変
の
措
置
が
と
れ
る
よ
う
に
し

た
。
　
（
二
条
第
一
項
）
而
し
て
、
従
来
の
十
四
指
定
業
種
の
外
に
、
今
回
、
薪
に
、
次
の
十
二
業
種
が
追
加
さ
れ
た
。
　
（
附
則
）

　
　
最
近
の
申
小
企
業
立
法
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
六
四
三
）
　
．



１２３４５６７８９０１１１２１
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
号
）

清
涼
飲
料
水
製
造
業

　
　
　
　
　
、
　
　
、

五
ガ
ロ
ン
か
ん
製
造
業

　
　
　
　
　
、
　
　
、

亜
麻
織
物
、
ち
よ
麻
織
物
叉
は
大
麻
織
物
製
造
業

繊
維
品
の
精
練
漂
白
、
染
色
叉
は
整
理
加
工
業

　
　
、
　
　
、

布
は
く
製
衣
料
品
の
縫
製
業

メ
ク
ル
ラ
ス
製
造
業

縫
針
製
造
業

瓦
製
造
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の

印
刷
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の

タ
ー
ポ
リ
ン
紙
製
造
業

機
械
す
老
和
紙
製
造
業

計
量
器
製
造
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の

二
（
六
四
四
）

似
　
指
定
条
件
の
緩
和

　
適
用
業
種
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
、
当
該
業
種
に
係
る
製
品
の
価
格
が
そ
の
原
材
料
の
価
格
に
照
し
て
著
し
く
低
い
た
め
、

当
該
業
種
に
属
す
る
事
業
の
経
営
に
お
い
て
相
当
の
損
失
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
が
、
　
（
二
条
第
一
項
第
一
昔
）

こ
ん
ど
、
こ
れ
を
、
当
該
業
種
に
係
る
製
品
の
需
給
が
著
し
く
均
衡
を
失
し
て
お
り
、
且
つ
、
か
よ
う
な
事
態
を
放
置
し
て
は
当
該

業
種
に
属
す
る
事
業
の
経
営
に
お
い
て
籾
当
の
損
失
が
生
ず
る
虞
が
あ
る
こ
と
と
改
め
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
は
コ
ス
ト



割
れ
で
損
失
が
生
じ
た
場
合
で
な
い
と
指
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
現
笑
に
損
失
が
な
く
て
も
そ
の
虞
の
あ
る
場
合
に
は

指
定
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
時
宜
に
適
し
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ゆ
　
事
業
範
囲
の
拡
大

　
調
整
組
合
の
行
い
う
る
事
業
と
し
て
、
従
業
○
生
産
数
量
、
出
荷
数
量
、
生
産
設
備
に
関
す
る
制
隈
等
の
外
に
、
薪
に
、
販
売
方

法
（
加
工
晶
の
引
渡
方
法
を
含
む
）
に
関
す
る
制
限
、
原
材
料
の
購
入
方
法
の
制
隈
叉
は
そ
の
購
入
価
格
の
制
隈
、
販
売
価
格
の
制

隈
、
組
合
員
の
経
済
的
地
位
の
改
善
の
た
め
に
す
る
団
体
協
約
の
締
結
等
の
事
業
を
認
め
た
。
（
十
五
条
）
な
お
、
販
売
価
格
の
制
限

は
、
次
の
二
つ
の
場
含
に
つ
い
て
認
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
１
　
技
術
的
理
由
に
よ
り
指
定
業
種
に
係
る
製
品
の
生
産
数
量
を
制
限
す
る
こ
と
が
著
↓
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
組
合
員

　
　
　
が
生
産
を
す
る
指
定
業
種
に
係
る
製
品
の
販
売
価
格
（
加
工
賃
を
含
む
）
の
制
限
。
　
（
同
条
第
二
号
）

　
２
　
第
一
号
に
掲
げ
る
制
隈
を
実
施
し
た
後
に
お
い
て
第
二
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
態
を
克
服
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難

　
　
　
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
組
合
員
が
生
産
を
す
る
指
定
業
種
に
係
る
製
品
の
販
売
価
格
の
制
限
。
但
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
制

　
　
　
限
と
と
も
に
行
う
場
合
に
限
る
。
（
同
条
第
三
号
）

　
な
お
、
調
整
組
合
連
合
会
の
行
い
う
る
事
業
も
、
右
に
準
じ
て
拡
大
さ
れ
た
。
　
（
二
六
条
）

ゆ
　
調
整
規
程
の
設
定
叉
は
変
更
に
関
す
る
手
続
の
簡
素
化

　
調
整
組
合
が
調
整
事
業
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
調
整
規
程
を
定
め
て
通
商
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
　
（
変
更
の
場
合
も
同
様
）
こ
ん
ど
の
改
正
に
よ
り
、
例
外
と
し
て
、
設
定
若
し
く
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
内

容
が
当
該
調
整
組
合
の
属
す
る
調
整
組
合
連
合
会
の
認
可
さ
れ
た
総
合
調
整
計
画
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
と
き
叉
は
変
更
し
よ
う
と

　
　
最
近
の
申
小
企
業
立
法
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
六
四
五
）



　
　
　
　
　
　
と
　
，
一
　
収
．
、
、
一
．
一
、
阯
、
一
．
、
、
　
．
、
一
　
、
、
、
一
、
　
　
、
、
、
旦
．
、
、
　
　
一
一
、
、
、
’
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
六
四
六
）

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
．
第
六
号
）

す
る
内
容
が
生
産
数
量
・
碁
．
数
量
若
し
く
は
生
嚢
備
に
関
す
る
制
限
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
認
可
を
受
け
奪
も

志
：
と
し
ち
一
十
六
条
第
一
項
但
書
一
但
し
、
こ
の
場
合
に
さ
て
は
、
総
会
叉
は
創
立
総
会
に
さ
て
調
整
規
程
の
譲
麦
は

変
更
を
議
決
し
告
か
ら
二
週
間
以
内
に
そ
の
旨
を
通
商
嚢
大
匿
届
け
実
け
註
奮
き
と
し
て
い
る
。
一
同
黍
二
項
一

釜
・
通
商
嚢
大
臣
の
調
整
規
程
の
認
可
基
準
の
一
に
、
従
来
、
消
薯
の
利
益
茎
し
く
害
し
き
こ
と
と
あ
つ
た
の
を
、

こ
ん
ど
消
費
者
及
び
関
連
事
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害
し
な
い
こ
と
と
改
め
た
。
　
（
同
条
第
一
一
一
項
）

伺
　
設
備
の
新
設
の
許
可
叉
は
禁
止

今
回
の
改
に
着
・
通
商
嚢
大
臣
は
、
生
嚢
備
の
制
限
に
関
す
る
命
令
を
発
し
た
場
合
隻
い
て
、
一
二
十
九
条
第
豪
一
特

に
髪
室
る
と
認
め
る
と
き
は
・
当
該
命
令
の
有
効
期
間
中
を
腎
、
通
商
嚢
省
令
竃
つ
て
、
当
該
指
定
叢
に
属
す
る
産

業
の
穣
蕃
た
に
設
け
套
と
に
つ
き
通
商
嚢
大
臣
の
詐
可
茎
け
る
べ
き
旨
を
命
じ
、
叉
は
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定

を
新
た
に
腎
た
二
二
十
九
条
の
二
一
え
は
、
調
整
組
合
の
組
合
暴
、
折
角
製
品
の
需
給
調
整
に
協
力
し
て
も
、
一
乏
辛

て
設
備
の
新
察
行
荒
る
の
で
は
そ
の
目
的
蓋
す
る
こ
と
が
で
き
き
か
ら
、
調
整
組
合
の
需
給
調
整
虜
果
奮
し
め
る
が

た
め
に
は
、
か
か
る
規
定
は
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

働
　
生
産
調
整
資
金
に
対
す
る
利
子
の
補
給

　
今
回
○
改
正
に
よ
り
・
調
整
組
合
叉
は
連
合
会
が
第
十
五
条
第
六
号
叉
は
第
二
十
六
条
第
六
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
た
め
に

必
要
な
資
金
一
生
産
調
警
金
一
奄
失
れ
る
場
合
に
き
て
は
、
政
府
は
、
特
に
必
票
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
・
政
令
で
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
年
五
分
を
限
度
と
し
て
、
当
該
資
金
の
借
入
に
係
る
利
子
を
、
！
、
の
融
資
機
関
に
対

し
補
給
す
る
こ
と
、
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
　
（
三
十
二
条
の
二
）



　
調
整
組
合
が
効
果
的
な
生
産
調
整
を
行
う
が
た
め
に
は
巨
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
が
、
調
整
組
合
は
出
資
組
合
で
な
く
、
ま
た

従
来
特
別
の
金
融
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
調
整
の
実
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
、
国
会
の
付
帯
決
議
と
な
て

っ
い
た
政
府
の
利
子
補
給
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
調
整
を
効
果
あ
ら
し
め
る
上
に
お
い
て
大
に
役
立
つ
こ
と
と
思
カ
れ
る
。

　
な
お
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
調
整
組
合
及
び
同
連
合
会
が
、
こ
ん
ど
新
た
に
設
け
ら
れ
た
中
小
企
業
金
融
公
庫
及
び
中
小
企
業

信
用
保
険
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
当
該
組
合
に
対
す
る
金
融
上
大
な
る
便
宜
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
Ｏ
Ｄ
拙
稿
、
申
小
企
業
対
策
と
し
て
の
調
整
組
合
に
１
関
す
る
間
題
点
参
照
（
立
命
館
経
済
学
第
一
巷
、
第
五
．
六
号
）

　
Ｇ
つ
　
拙
稿
、
危
機
に
１
立
つ
反
独
占
政
策
参
照
（
立
命
館
経
済
学
－
第
二
巻
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

○
　
中
小
企
業
金
融
公
庫
法

　
大
企
業
は
信
用
力
が
大
き
い
か
ら
、
銀
行
等
か
ら
資
金
を
借
入
れ
、
設
備
の
改
善
、
新
設
等
を
行
う
、
し
と
が
で
き
る
が
、
信
用
力

乏
し
く
運
転
資
金
に
さ
え
事
欠
い
で
い
る
中
小
企
業
に
と
つ
て
は
、
設
備
資
金
を
銀
行
等
か
ら
借
入
れ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

色
そ
こ
で
政
府
が
特
別
の
金
融
機
関
を
設
け
て
、
中
小
企
業
専
門
に
設
備
資
金
や
長
期
運
転
資
金
を
融
通
し
よ
う
と
す
る
の
が
中

小
企
業
金
融
公
庫
で
あ
り
、
去
る
九
月
十
一
日
に
発
足
し
た
。

四
目
　
　
的

　
中
小
企
業
金
融
公
庫
は
、
中
小
企
業
者
の
行
う
事
業
の
振
興
に
必
要
な
長
期
資
金
で
あ
つ
て
、
一
般
金
融
機
関
が
融
通
す
る
こ
と

を
困
難
と
す
る
も
の
を
融
通
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
（
一
条
）

四
　
中
小
企
業
者
の
定
義

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
中
小
企
業
者
」
と
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
と
し
て
い
る
、

　
　
玖
近
の
中
小
企
業
立
法
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
六
四
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
六
四
八
）

　
．
一
　
資
本
の
額
叉
出
資
の
総
額
が
一
千
万
円
以
下
の
会
杜
並
び
に
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
（
商
業
叉
は
サ
ー
ビ
ス

　
　
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
三
十
人
、
鉱
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
千
人
）
以
下
の
会

　
　
杜
及
び
個
人
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
業
種
に
属
す
る
事
業
（
以
下
「
特
定
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の

　
二
　
中
小
企
業
等
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
水
産
業
協
同
組
合
、
森
林
組
合
及
び
森
林
組
合
連
合

　
　
会
で
あ
っ
て
、
特
定
事
業
を
行
う
も
の
叉
は
そ
の
構
成
員
の
三
分
の
二
以
上
が
特
定
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
も
の

　
三
　
医
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
法
人
で
あ
っ
て
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
以
下
の
も
の
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も

　
　
の
を
除
く
）

　
四
　
調
整
組
合
及
び
調
整
組
合
連
合
会
（
二
条
）

ゆ
資
本
金

　
公
庫
の
資
本
金
は
、
政
府
の
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
百
三
十
億
円
と
、
第
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
の
産
業
投
資

特
別
会
計
か
ら
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
金
額
と
の
合
計
額
と
し
て
い
る
。
　
（
五
条
）

　
な
お
、
本
年
度
分
は
政
府
出
資
の
資
本
金
百
三
十
億
円
と
資
金
運
用
部
か
ら
の
借
入
金
二
十
億
円
、
合
計
百
五
十
億
円
で
運
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
既
に
、
日
本
開
発
銀
行
か
ら
二
十
五
億
円
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
か
ら
二
十
億
円
が
中
小
企
業

者
に
対
し
て
貸
出
さ
れ
て
お
り
、
更
に
水
害
関
係
十
億
円
を
加
え
る
と
合
計
五
十
五
億
円
が
公
庫
か
ら
出
た
勘
定
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
来
年
三
月
ま
で
に
実
際
貸
出
さ
れ
る
の
は
、
残
額
九
十
五
億
円
で
あ
り
、
月
十
二
億
円
程
度
で
あ
る
。
こ
の
資
金
量
は
全
資
金

需
要
量
か
ら
見
れ
ば
僅
か
な
も
の
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
設
備
資
金
や
長
期
運
転
資
金
の
問
題
は
、
到
底
こ
の
程
度
の
も
の
で
解
決

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ま
ま
で
中
小
企
業
に
出
さ
れ
た
政
府
資
金
が
月
三
億
乃
至
五
億
円
程
度
だ
っ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ぱ
、



か
な
り
う
る
お
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

の
業
　
　
　
務

　
公
庫
の
主
な
る
業
務
は
、
第
一
条
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
中
小
企
業
者
に
対
す
る
貸
付
で
あ
る
。
　
（
十
九
条
）

　
公
庫
の
貸
付
金
は
一
企
業
者
当
り
合
計
一
干
万
円
以
下
で
、
協
同
組
合
や
調
整
組
合
は
三
千
万
円
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

衆
議
院
通
産
委
員
会
で
は
当
分
は
合
計
三
百
万
円
程
度
と
し
、
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
付
帯
決
議
を
つ
け
た
。
利
率

は
年
一
割
、
償
還
期
間
は
一
年
　
　
五
年
以
内
、
据
置
期
間
は
一
年
以
内
、
原
則
と
し
て
不
動
産
そ
の
他
適
当
な
担
保
を
必
要
と
す

る
。　

申
小
企
業
金
融
公
庫
は
去
る
九
月
十
一
日
発
足
以
来
、
設
備
資
金
だ
け
の
貸
出
を
行
っ
て
い
た
が
、
申
小
企
業
の
要
望
に
応
え
て

十
月
二
十
八
巳
新
た
に
長
期
運
転
資
金
の
融
資
を
行
う
こ
と
に
決
定
、
即
巳
実
施
す
る
旨
地
方
銀
行
等
の
同
公
庫
代
理
店
に
通
知
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

た
。
貸
付
要
領
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
　
貸
付
対
象

　
○
　
資
本
構
成
を
適
正
に
す
る
た
め
必
要
な
長
期
の
運
転
資
金
（
業
況
は
順
調
な
の
に
も
か
か
力
ら
ず
、
自
己
資
本
そ
の
他
長
期

　
　
資
金
不
足
の
た
め
金
繰
り
不
安
定
に
悩
ん
で
い
る
場
合
）

　
四
　
経
営
の
合
理
化
を
と
も
な
う
長
期
の
増
加
運
転
資
金
（
た
だ
し
有
効
需
要
増
加
の
見
通
し
の
な
い
場
合
は
認
め
な
い
）

　
ゆ
　
事
業
の
維
持
発
展
に
必
要
な
試
験
研
究
費
、
試
作
費
、
探
鉱
費
な
ど
経
営
改
善
上
必
要
な
長
期
資
金

　
ゆ
　
企
業
の
建
直
し
の
た
め
必
要
な
資
金
、
例
え
ば
製
作
転
換
資
金
。
金
融
機
関
以
外
か
ら
の
高
利
負
債
整
理
資
金
、
災
春
復
旧

　
　
資
金
、
お
よ
び
退
職
資
金
な
ど
で
建
直
し
計
画
に
関
係
者
の
密
接
な
協
力
が
得
ら
れ
、
立
直
り
の
見
通
し
十
分
な
も
の

　
　
最
近
の
中
小
企
業
立
法
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
六
四
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
．
第
六
号
）
　
，
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
六
五
〇
）

二
　
貸
付
限
度

帆
貸
塁
曽
百
万
円
以
下
壷
度
と
す
る

　
四
　
た
だ
し
事
業
協
同
組
合
劣
よ
び
同
連
合
会
の
協
同
事
業
資
金
と
設
備
合
理
化
に
伴
う
長
期
の
増
加
運
転
資
金
は
こ
の
制
限
を

　
　
受
け
な
い

三
　
金
利
及
び
償
還
期
隈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
金
利
は
設
備
資
金
貸
出
と
同
様
年
一
割
、
償
還
期
隈
は
二
年
以
内
と
し
、
四
ケ
月
以
内
の
据
置
期
間
を
認
め
る
。
償
還
の
方
汰

．
は
割
賦
償
還
と
す
る
。

　
な
お
公
庫
の
貸
出
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
日
本
興
業
銀
行
、
地
方
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
等
合
計
三
百
六
十
二
の
全

国
の
指
定
代
理
店
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
更
に
最
近
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
新
た
に
十
一
大
銀
行
も
代
理
店
に
で
き
る
よ
う
に
改

正
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

働
　
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画

　
公
庫
は
、
四
半
期
ご
と
に
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
を
作
成
し
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
（
二
二
条
）

ゆ
借
入
金

　
公
庫
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
政
府
か
ら
資
金
の
借
入
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
（
二
十
五
条
第
一
項
）

　
政
府
は
、
公
庫
に
対
し
て
資
金
ｏ
貸
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
　
（
同
条
第
二
狽
）

　
前
項
の
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
利
息
を
免
除
し
、
叉
は
通
常
の
条
件
よ
り
公
庫
に
有
利
な
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
（
同
条



第
三
項
）

　
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
外
、
公
庫
は
、
資
金
の
借
入
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
同
条
第
四
項
）

　
０
Ｄ
　
拙
稿
、
中
小
工
業
と
長
期
金
融
（
立
命
館
経
済
学
第
一
巻
第
二
号
）

、
閉
　
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
九
目
付
大
阪
朝
朝
目
新
聞

嘗
　
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正

　
　
　
　
　
（
註
）

　
中
小
企
業
信
用
保
険
法
は
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金
の
融
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
金
融
機
関
の
中
小
企
業
者
に
対
す

る
貸
付
に
つ
き
政
府
が
信
用
保
険
を
行
う
制
度
と
し
て
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月

の
改
正
に
よ
り
、
指
定
法
人
を
相
手
方
と
す
る
保
険
の
制
度
を
設
け
て
、
公
益
法
人
た
る
信
用
保
証
協
会
の
保
証
に
つ
い
て
も
政
府

が
保
険
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
従
来
の
経
験
に
鑑
み
、
今
回
、
次
の
諾
点
に
つ
い
て
改
正
を
行
っ
た
。

四
　
中
小
企
業
者
の
範
囲
の
拡
大

　
本
法
の
対
象
と
な
る
中
小
企
業
者
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
資
本
金
額
叉
は
出
資
総
額
が
五
百
万
円
以
下
の
会
杜
、
常
時
使
用
す
る

従
業
員
の
数
が
二
百
人
以
下
の
会
杜
若
し
く
は
個
人
及
び
中
小
企
業
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
叉
は
水

産
業
協
同
組
合
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
う
も
の
を
い
う
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
の
改
正
に
よ
っ

て
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
前
述
中
小
企
業
金
融
公
庫
法
に
お
け
る
申
小
企
業
者
の
定
義
と
同
一
内
容
の
も
の
と
し
た
、
従
っ
て
、

資
本
額
叉
は
出
資
総
額
に
つ
い
て
は
一
千
万
円
以
下
の
会
社
、
従
業
員
数
に
つ
い
て
は
三
百
人
（
商
業
叉
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て

は
三
十
人
、
鉱
業
に
つ
い
て
は
千
）
以
下
の
会
杜
及
び
個
人
で
あ
っ
て
、
特
定
事
業
を
行
う
も
の
は
、
本
法
の
適
用
の
対
象
と
な
る

こ
と
と
な
っ
た
。
　
（
二
条
三
項
）

　
　
最
近
の
中
小
企
業
立
法
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
六
五
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
六
五
二
）

四
　
相
互
銀
行
及
び
無
尽
会
社
の
給
付
を
保
険
の
対
象
と
し
た
こ
と

　
相
互
銀
行
及
び
無
尽
会
杜
の
行
う
給
付
は
、
金
融
機
関
が
行
う
貸
付
と
は
性
格
的
に
異
る
も
の
と
し
て
従
来
保
険
の
対
象
と
し
な

か
っ
た
が
、
近
来
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
相
互
銀
行
の
進
出
に
鑑
み
、
貸
付
に
準
じ
て
新
に
こ
れ
を
保
険
の
対
象
に
加
え
た
。

（
三
条
第
一
項
）

働
　
保
険
関
係
に
お
け
る
保
険
価
額
の
限
度
の
引
上

　
「
保
険
関
係
が
成
立
す
る
貸
付
金
」
な
る
茎
言
を
「
保
険
関
係
に
お
け
る
保
険
価
額
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
（
同
条
第
三
項
）
そ

の
限
度
が
従
来
一
人
に
つ
き
合
計
五
百
万
円
（
中
小
企
業
協
同
組
合
で
あ
る
と
き
は
二
千
万
円
リ
で
あ
っ
た
の
を
、
一
人
に
つ
き
合

計
一
干
万
円
（
中
小
企
業
協
同
組
合
、
調
整
組
合
叉
は
調
整
組
合
連
合
会
で
あ
る
と
き
は
三
千
万
円
）
に
引
上
げ
た
。
（
四
条
第
二
項
）

ゆ
　
保
険
金
の
填
補
率
の
引
上

　
金
融
機
関
を
相
手
方
と
す
る
保
険
金
の
填
補
率
を
、
従
来
の
百
分
の
七
十
五
か
ら
百
分
の
八
十
に
引
上
げ
、
（
六
条
）
叉
、
指
定
法

人
を
相
手
方
と
す
る
保
険
金
の
填
補
率
を
、
従
来
の
百
分
の
五
十
か
ら
百
分
の
六
十
に
引
上
げ
た
。
　
（
九
条
の
二
第
二
項
）

伺
　
保
険
金
支
払
請
求
権
の
始
期
の
繰
上
げ

　
金
融
機
関
叉
は
指
定
法
人
が
保
険
金
の
支
払
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
従
来
、
保
険
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
六
ケ
月

後
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
こ
ん
ど
三
ケ
月
以
後
と
改
め
た
。
（
七
条
第
一
項
、
九
条
の
五
第
三
項
）

働
金
融
機
関
を
相
手
方
と
す
る
保
証
保
険
の
新
設

　
金
融
機
関
が
中
小
企
業
金
融
公
庫
若
し
く
は
日
本
開
発
銀
行
の
委
託
を
受
け
、
叉
は
国
民
金
融
公
庫
を
代
理
し
て
中
小
企
業
者
に

対
す
る
貸
付
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
が
中
小
企
業
者
の
当
該
借
入
に
よ
る
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、



こ
の
場
合
に
こ
れ
ら
の
制
度
の
目
的
と
す
る
一
般
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
を
困
難
と
す
る
中
小
企
業
者
へ
の
融
資
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
貸
付
を
行
う
代
理
店
の
危
険
を
軽
滅
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
従
来
の
指
定
法
人
に
対
す
る
と
同
じ
要
領
で
こ
れ
を
保
険
す

る
こ
と
と
し
た
。
即
ち
、
借
入
金
の
額
の
う
ち
保
証
を
し
た
こ
と
と
な
る
額
を
保
険
価
額
と
し
、
中
小
企
業
者
に
代
っ
て
す
る
借
入

金
の
弁
済
を
保
険
事
故
と
し
、
保
険
価
額
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
保
険
額
と
す
る
。
　
（
九
条
の
六
）

　
な
お
、
本
保
険
の
新
設
に
伴
い
、
指
定
法
人
を
相
手
方
と
す
る
保
険
と
こ
の
新
保
険
を
併
せ
て
「
保
証
保
険
」
と
し
、
従
来
の
金

融
機
関
を
相
手
方
と
す
る
保
険
を
「
融
資
保
険
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

　
註
　
拙
著
、
工
業
政
策
、
六
五
－
六
八
頁
参
照
。

最
近
の
中
小
企
業
立
法
（
井
上
）

（
六
五
三
）


